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１ 県立高校の概要
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３ スクール・ミッション、スクール・
ポリシーの策定状況

４ 高等学校の特色化・魅力化に向けた取組み
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県立高校

138校

全日制

135校

普通科 110校

専門学科 28校

総合学科 ７校

定時制
20校

（うち、独立校２校）

普通科 14校

専門学科 ２校

総合学科 ５校

通信制
２校

（うち、独立校１校）

普通科 ２校

１ 県立高校の概要

〇 上記の他、県立中等教育学校（２校）、市立高校（14校）があります
〇 各課程の学校数及び普通科、専門学科、総合学科の学校数は、一つの

学校で複数の課程や複数の学科を設置している学校があるため県立高
校数及び、課程別学校数より多くなっています

※出典「行きたい・知りたい公立高校 輝けきみの明日 令和４年度入学生にむけて」



２ 県立高校改革の取組み
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 県立高校改革実施計画（全体）を策定（H28.1）

 計画期間 12年間（H28～Ｒ９年度）

 ４年ごとの期別計画を策定（現在Ⅱ期・２年目）

 「県立高校が変わります」（スライド６枚目以降）
を作成し、毎年、県内公立中学生に全員に配布



３ スクール・ミッション、スクール・
ポリシーの策定状況
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1. 県教育委員会が各校に再定義用のミッションの
案を提示

2. 各校の学校運営協議会でミッションの案につい
て意見交換を実施

3. 学校運営協議会で修正等の意見があった場合は、
県教育委員会と学校で調整し、必要に応じて
ミッションを修正

4. 令和３年10月末に確定したミッションを通知

5. ミッションを基に、各校でポリシーを検討

6. 年度末にミッション、ポリシーともに、各校、
県教育委員会のホームページで公表予定



４ 高等学校の特色化・魅力化に向けた取組み
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県立高校改革の取組みの中で、特色化・魅力化を推進

•学力向上進学重点校

•国際バカロレア認定校

•クリエイティブスクール

•フレキシブルスクール

•インクルーシブ教育実践推進校

•生活科学科（家庭）、舞台芸術科（その他学科）
などの専門学科の設置









                       １ 教育課程研究開発校 

「新科目『公共』に係る研究」 

政治参加や雇用といった社会で必要なこと
を学ぶ新たな科目「公共」についての研究
に取り組みます。 

2 教育課程研究開発校 

「新たな学習評価に係る研究」 

より一層効果的な学習評価の在り方や、教
員が学習指導の改善を図り、生徒が自己の
振り返りをとおして次の学びに向かえるよ
うな学習評価の在り方についての研究に取
り組みます。 

3 教育課程研究開発校 

「『総合的な探究の時間』に係る研究」 

自ら課題を発見し解決する探究の学びにつ
いての研究に取り組みます。いくつかの指
定校では SDGs をテーマとした展開につ
いての研究に取り組みます。 

４ 授業力向上推進重点校 
生徒一人ひとりの学力の定着と向上を図る
ため、先進的な指導方法を取り入れた授業
づくりに取り組み、県立高校全体の授業の
改善をめざします。 

５ ＩＣＴ利活用授業研究推進校 
タブレット端末等のＩＣＴ機器を活用し、
課題の発見と解決に向けて主体的・協働的
に学ぶ学習に取り組みます。 

６ プログラミング教育研究推進校 
コンピュータを活用したプログラミングの
学習をとおして、論理的な思考力や課題解
決力を育てる研究に取り組みます。 

７ 確かな学力育成推進校 
課題解決に向けて、主体的に判断、行動す
る資質・能力の育成と学習意欲向上のた
め、学び直しの学習と少人数指導に積極的
に取り組みます。 

８ 学力向上進学重点校 
将来の日本や国際社会でリーダーとして活
躍できる資質・能力を持った人材を育てる
ため、生徒一人ひとりの高い学力と豊かな
人間性や社会性の習得に取り組みます。 

９ 理数教育推進校 
科学技術・理数に関する興味・関心を高
め、将来国際的にも活躍できる科学技術系
人材の育成を図るため、生徒による実践的
な科学研究を行い、その成果の普及に取り
組みます。 

10 グローバル教育研究推進校 
英語によるコミュニケーション能力を高
め、国際的な視野を持ち、多様な価値観を
受容できる力の育成に取り組みます。 

11 国際バカロレア認定校 
「国際バカロレア資格」（国際的に認めら
れている大学入学資格）が取得可能な国際
バカロレアのプログラム（ディプロマ・プ
ログラム）を展開し、グローバル人材の育
成に取り組みます。 

12 インクルーシブ教育実践推進校 
共生社会の実現をめざし、知的障がいのあ
る生徒が高校教育を受ける機会を広げなが
ら、すべての生徒が共に学び相互に理解を
深める教育に取り組みます。 

13 通級指導導入校 
高校に進学する生徒の多様な教育的ニーズ
に対応するため、発達障がい等のある生徒
が、通常の学級でともに学びながら、必要
に応じて別の教室で障がいに応じた特別の
指導（自立活動）を受ける「通級による指
導」に取り組みます。 

14 コミュニティ・スクール 
地域住民や保護者等と協働して、より良い
教育を実現するため、地域に開かれ、地域
とともにある学校づくりに取り組みます。 
※令和元年度から全校指定 

  

 

 

 横浜北東・川崎 横浜南西 横須賀三浦・湘南 中・県西 県央・相模原 

教育課程 

研究開発校 

1 新科目「公共」 
城郷 

新城 
瀬谷西 深沢 小田原東 上溝 

2 新たな学習評価 鶴見 光陵 茅ケ崎北陵 大磯 海老名 

3 総合的な探究の時間 市ケ尾 横浜清陵 藤沢西 秦野総合 大和 

（SDGsをテーマとした展開） 川崎 舞岡 横須賀南 山北 有馬 

4   授業力向上推進重点校 港北 松陽 
七里ガ浜 

藤沢清流 
伊勢原 麻溝台 

5   ＩＣＴ利活用授業研究推進校 生田 横浜旭陵 横須賀大津 秦野 
上鶴間 

城山 

6   プログラミング教育研究推進校 住吉 横浜栄 茅ケ崎西浜 西湘 相模原総合 

7   確かな学力育成推進校 菅 永谷 寒川 平塚湘風 津久井 

8   学力向上進学重点校 横浜翠嵐 柏陽 湘南  厚木 

 学力向上進学重点校 エントリー校 

川和 希望ケ丘 横須賀 平塚江南 大和 

多摩 横浜平沼 鎌倉 小田原 相模原 

 光陵 茅ケ崎北陵   

 横浜緑ケ丘    

9   理数教育推進校 多摩 横浜緑ケ丘 鎌倉 
平塚江南 

小田原 
相模原 

10 グローバル教育研究推進校 
神奈川総合 

川和 
横浜平沼 鶴嶺 伊志田 大和西 

11 国際バカロレア認定校  横浜国際※１    

12 インクルーシブ教育実践推進校 

城郷 

霧が丘 

川崎北 

上矢部 

津久井浜 

湘南台 

茅ケ崎 

二宮 

伊勢原 

足柄 

厚木西 

綾瀬 

上鶴間 

橋本 

13 通級指導導入校 生田東 
横浜修悠館※２ 

保土ケ谷 
  綾瀬西 

※１ 平成 30 年度に国際バカロレア認定校に認定 

※２ 他校通級指導導入校 

1４の項目について、それぞれ指定校等での取組みを実施します 

【指定校一覧】 



  
 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

国 際 科 
     

国 際 科 
国 際 バ カ ロ レ ア コ ー ス 

     

   専 門 学 科 の 改 編    

■ 横浜国際 高校 

県立高校 14 校で、知的障がいのある生徒が高校教育を受ける機会を広げます 

 インクルーシブ教育実践推進校の指定  

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

知的障がいのある生徒     
  

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

機械科・電気科・化学科    
  

建 設 科    
  

１～３年生在籍 

■ 茅ケ崎 高校 / 足柄 高校 / 厚木西 高校 

新たに建設科の生徒募集を始めます 

産業現場と連携した長期間の現場実習等を取り入れます 

■ 横須賀工業 高校 

１年生在籍 

県立高校全体のグローバル教育の中心となる学校をめざします 

国際的な大学入学資格である国際バカロレア資格を取得できる国際バカロレアコースを設置しました 

※ 令和３年度の生徒募集は、特別募集により行います。 

※ 特別募集においては、志願に係る通学地域を定めています。 

※ 特別募集以外の入学者選抜は、これまでどおり行います。 

１・2 年次生在籍 

１～３年次生在籍 

１～３年次生在籍 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

普 通 科 
（個性化コース・国際文化コース） 

 
    

舞 台 芸 術 科 
 

    

新たに舞台芸術科の生徒募集を始めます 

豊かなコミュニケーション能力や表現力の育成、他者認識や自己認識の力の向上などをめざします 

■ 神奈川総合 高校 

令和３年度生徒募集を

行います 
１年次生在籍 １・2 年次生在籍 

１～３年次生在籍 

令和４年度生徒募集を 

行います 

２つのコースを発展させた４つの小学科に改編します 

単位制から学年制に改編します 

■ 海洋科学 高校 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

単 位 制 
海 洋 科 学 科 
（一般コース・船舶運航コース） 

   
  

学 年 制 
船舶運航科・水産食品科・ 

無 線 技 術 科 ・ 生 物 環 境 科 
   

  

 

令和４年度生徒募集を 

行います 
１年生在籍 １・2 年生在籍 

１～３年次生在籍 

３年次生在籍 ２・３年次生在籍 

■ 城郷 高校 / 霧が丘 高校 / 川崎北 高校 / 上矢部 高校 / 津久井浜 高校 / 湘南台 高校 / 

二宮 高校 / 伊勢原 高校 / 綾瀬 高校 / 上鶴間 高校 / 橋本 高校 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

知的障がいのある生徒     
  １～３年生在籍 

１年生在籍 １・2 年生在籍 １～３年生在籍 

１～３年次生在籍 

１・2 年生在籍 

令和４年度生徒募集は 
行いません 

１～３年生在籍 

１～３年生在籍 

（一部の小学科の名称については予定です。） 



 

英語によるコミュニケーション能力の向上と海外の高校（姉妹校）との交流を通じた国際理解教育を推進します。 

※氷取沢高校の敷地・施設を活用 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

普 通 科      

普通科（クリエイティブスクール）では、学習への意欲を高め確かな学力の定着をめざします。福祉科では、社会福祉に関する 

知識と技術の総合的・体験的な学習を進めます。                      ※横須賀明光高校の敷地・施設を活用 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

都市農業科・食品加工科 

環境緑地科 
    

 

生 活 科 学 科     
 

 

■ 吉田島 高校 

   総 合 学 科 の 改 編   

１～３年次生在籍 

     再 編 ･ 統 合     

総合学科を専門学科に改編し、新たに生活科学科を設置しました 

■ 横浜氷取沢 高校（氷取沢高校 / 磯子高校）【令和２年度開校】 

２つの高校が１つになり、新しい高校としてスタートします 

※ 新しい高校のスタート時に、再編・統合対象校に在籍している生徒は、新しい高校に在籍変更します 

■ 横須賀南 高校（横須賀明光高校 / 大楠高校）【令和２年度開校】 

１・2 年次生在籍 １～３年次生在籍 

１～３年生在籍 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

普 通 科 
（クリエイティブスクール） 

     

学 年 制 

福 祉 科 
     

単 位 制 

福 祉 科 
【生徒募集は行いません】 

  

 

１～３年生在籍 

■ 三浦初声 高校 （三浦臨海高校 / 平塚農業高校初声分校（昼間定時制））【平成 30 年度開校】 

これまでの多様な成果を踏まえ、地域で活躍する人材の育成をめざします。都市農業科では、地域の主要産業の１つである農業の 

人材育成拠点をめざします。       ※三浦臨海高校の敷地･施設を活用、平塚農業高校初声分校の敷地・施設をあわせて活用 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

普 通 科      

都 市 農 業 科 
（ 全 日 制 ） 

     

 

１～３年次生在籍 

１～３年次生在籍 

１・２年生在籍 １年生在籍 １～３年生在籍 

２・３年次生在籍 ３年次生在籍 

１つの学校に農業科、総合ビジネス科を置き、学科間の交流を通じ、様々な地域産業を担う人材の育成をめざします。 

             ※平塚農業高校の敷地・施設を活用 

■ 平塚農商 高校（平塚農業高校（全日制） / 平塚商業高校（全日制））【令和２年度開校】 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

都市農業科・都市環境科・ 

食品科学科・農業総合科      

園 芸 科 学 科 
【生徒募集は行いません】   

総 合 ビ ジ ネ ス 科      

 

１～３年生在籍 

１～３年生在籍 

２・３年生在籍 ３年生在籍 



生徒の通学利便性を高め、基礎的な学力の定着や一人ひとりのニーズに応じた学びの提供をめざします。 

                 ※高浜高校の敷地・施設を活用 

■ 高浜 高校（平塚商業高校（定時制）の移行） 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

普 通 科 

（ 全 日 制 ） 
   

  

単 位 制 普 通 科 

（ 定 時 制 ） 
   

  

総 合 学 科 

（ 定 時 制 ） 
【生徒募集は行いません】 

   

１～３年生在籍 

２～４年次生在籍 

１年次生在籍 

■ 瀬谷 高校 / 瀬谷西 高校 

地域に根ざした教育に取り組むとともに、キャリア教育の取組みを継続し、生徒一人ひとりの目的意識を持った進路選択を 

実現します。                                      ※瀬谷高校の敷地・施設を活用 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

瀬 谷 高 校    

 
新しい高校として 

スタートします！ 

瀬 谷 西 高 校    

 
■ 逗葉 高校 / 逗子 高校 

地域資源を活用した連携事業に取り組み、家庭・地域との絆の深い新たなコミュニティ・スクールをめざします。 

※逗葉高校の敷地・施設を活用 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

逗 葉 高 校    

 
新しい高校として 

スタートします！ 

逗 子 高 校    

 
■ 厚木東 高校 / 厚木商業 高校 

普通科と総合ビジネス科を併置し、大学進学等にも対応した学力向上の取組みや、就職等に向けた職業教育など、幅広い学びの

実現をめざします。                                  ※厚木東高校の敷地・施設を活用 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

厚 木 東 高 校   
  新しい高校として 

スタートします！ 

厚 木 商 業 高 校   
  

■ 城山 高校 / 相模原総合 高校 

単位制普通科高校として、柔軟な教育システムによる多彩な学びを図ります。 

両校での情報教育への取組みを共有し、情報教育に強みを持つ学校をめざします。       ※城山高校の敷地・施設を活用 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

城 山 高 校    
新しい高校として 

スタートします！ 

相 模 原 総 合 高 校    

 

３・４年次生在籍 

１・２年次生在籍 

普通科１～３年生在籍 

普通科 

３年生在籍 

普通科 

２・３年生在籍 
普通科１～３年生在籍 

普通科１～３年生在籍 

普通科 

３年生在籍 

普通科 

２・３年生在籍 
普通科１～３年生在籍 

普通科１～３年生在籍 

総合学科 

３年次生在籍 

総合学科 

２・３年次生在籍 

学年制普通科２・３年生在籍 

単位制普通科１年次生在籍 

普通科１～３年生在籍 

総合ビジネス科１～３年生在籍 

普通科・ 
総合ビジネス科 
１～３年生在籍 

普通科では、外国語や理数教育を重視した学びを進めます。 

専門学科(音楽・美術・スポーツ科学)では、個性や能力を伸ばす学びを進めます。         ※弥栄高校の敷地・施設を活用  

■ 相模原弥栄 高校（弥栄高校 / 相模原青陵高校）【令和２年度開校】 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

普通科・音楽科・ 

美術科・スポーツ科学科 

 

１～３年次生在籍 

４年次生在籍 

１～３年次生在籍 

学年制普通科３年生在籍 

単位制普通科１・２年次生在籍 

１～４年次生在籍 

   令和３年度生徒募集は 
行いません 

   令和３年度生徒募集は 
行いません 

   令和３年度生徒募集は 
行いません 





令和３年４月から 新たな指定校を指定します 

 

【変更後】「質の高い教育の充実／学校経営力の向上」のページ（全開した際に一番左になるページ） 

 横浜北東・川崎 横浜南西 横須賀三浦・湘南 中・県西 県央・相模原 

8   学力向上進学重点校 

横浜翠嵐 柏陽 湘南  厚木 

川和     

 学力向上進学重点校 エントリー校 

多摩 希望ケ丘 横須賀 平塚江南 大和 

 横浜平沼 鎌倉 小田原 相模原 

 光陵 茅ケ崎北陵   

 横浜国際    

 横浜緑ケ丘    
  


